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「さるかに話」

生
涯
生
涯
学
習
学
習

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に

・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

地
域
学
校
協
働
活
動 

桧
木
内
中
学
校

「
多
世
代
交
流
会
」

▶その血は瞳に映らない《天祢涼》
▶あなたが僕の父《小野寺史宜》
▶鎌倉茶藝館《伊吹有喜》
▶サムライ漂海記《天野純希》
▶涙の箱《ハン・ガン》 
▶�よくわかるきのこ大図鑑《小宮山勝司》
▶�医師が教える温泉の教科書《早坂信哉》
▶香水を深める 100 のことば《新間美也》
▶スーパーの食材で作る世界の卵料理《青木敦子》
▶�うさぎかぶしきがいしゃ《ふくながじゅんぺい》
▶�ぞくぞくうきうきハロウィン《フリーダ・ナエミ・パース

ソン／文、モーア・グラーフ／絵、高橋麻里子／訳》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 10月の
休館日

6 日㈪、13 日㈪、14 日（火・振替休館）、
20 日㈪、27 日㈪、31 日（金・整理休館）

Instagram

フォローお願いします

　角館出身の日本画家であり、アララギ歌人の平福百穂は、伊藤左
千夫・島木赤彦・斎藤茂吉・土屋文明らと共に、近代短歌の発展に尽
力しました。
　百穂は、十円画会やアララギ短冊会などを通して会を支え続け、
中でも歌人たちの歌集に心を込めた装丁、見返し、口絵、挿絵を提
供し、その出版に彩りを添えています。
　今回の展示ではその装丁のデザインにもご注目ください。

▶��会話の 0.2 秒を言語学する
《水野太貴 / 著》
▶�運慶講義《山本勉 / 著》
▶絵の音《大竹伸朗 / 著》
▶最後の山《石川直樹 / 著》
▶�悲しき虎《ネージュ・シンノ

/ 著、飛幡祐規 / 訳》
※�このほかたくさんの新刊が

入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

10:00～10月4日㈯　　

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333

エプロン
シアタ―

おはなしかい
おはなしかい

うさ
ぎ

のみみうさ
ぎ

のみみ
さいごは、おりがみをしましょう！

10月の

「百穂とアララギの歌人たち」

会期：11月 9日㈰まで

 角館高校学校創立 100 周年記念

「
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
教
室
」

「
か
ご
編
み
教
室
」

　
好
き
な
色
合
い
の
ビ
ー
玉
と
ワ
イ
ヤ
ー
で

作
る
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
。
癒
や
し
の
イ
ン
テ

リ
ア
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
10
月
21
日
㈫ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

●�

講
師
／
秋
山 

多
賀
江 

氏（
ア
ト
リ
エ 

cielo.

）

●
受
講
料
／
１
８
０
０
円（
材
料
代
）

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
10

月
1
日
㈬
～
10

月
15
日
㈬

●�

問
合
せ
／

  

角
館
公
民
館

　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
っ
て
か
ご
を
編
む
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
編
み
方
を
や

り
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
経
験
者
の
方
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●��

日
時
／
①
11
月
7
日 

②
11
月
14
日 

③
11
月

21
日 

④
11
月
28
日（
毎
回
金
曜
日 

全
４
回
）

　
８
月
６
日
、
桧
木
内
中
学
校
の
生
徒
14

名
が
山
鳩
館
で
利
用
者
の
方
や
地
域
の
方

と
一
緒
に
ク
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
主
催
の
交
流

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
代
表
の
浅
利
け
い

子
さ
ん
を
中
心
に
、
会
員
の
方
が
笹
巻
と

ミ
ズ
た
た
き
の
作
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
折
っ
た
笹
に
餅
米
を
入
れ
、
紐
で
つ
な

い
で
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に
地
域
の
方
と

生
徒
が
会
話
を
し
た
り
生
徒
同
士
が
教
え

あ
っ
た
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
が
生
み
出

さ
れ
ま
し
た
。
笹
巻
を
蒸
し
て
い
る
間
に

ミ
ズ
た
た
き
を
作
り
ま
し
た
。
家
庭
で
作

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

初
め
て
食
べ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
地
域
の
方
は
、「
子
ど
も
が
少

な
く
な
っ
て
会
話
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
あ
り
が

た
く
、
地
域
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
9
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

『されどめぐる
季節のなかで』

《はらだみずき / 著》

「
オ
パ
ー
ル
毛
糸
で
編
む
靴
下
教
室
」

　
１
本
の
糸
に
何
色
も
の
色
が
色
づ
け
ら
れ
て

い
る
オ
パ
ー
ル
毛
糸
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
模
様

が
で
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
靴
下
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
12
日
、
19
日
、
26
日
、
12
月
3

日（
毎
週
水
曜
日：全
4
回
） 

9
時
～
12
時

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
佐
藤 

弘
美 

氏（
グ
リ
シ
ー
ナ
）

●
受
講
料
／
１
８
５
０
円（
材
料
代
）

●
持
ち
物
／
は
さ
み

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
10
月
1
日
㈬
～

10
月
23
日
㈭

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

「ラフカディオ
ハーンが愛した妻
小泉セツの生涯」

《櫻庭由紀子》
内外出版社

「太糸でざくざく
編めるニット帽」

《アップルミンツ》

『失われた貌』
《櫻田智也 / 著》

  

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●��

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
田
口 

い
う
子 

氏
、
田
口 

加
代
子 

氏

●
受
講
料
／
無
料

※�

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
の
必
要
な

方
は
材
料
代
１
０
０
０
円

●�

持
ち
物
／
は
さ
み
、

  

メ
ジ
ャ
ー
、

※�
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
持
込
可

●�
定
員
／
10
人

●�
申
込
期
間
／
10
月
1
日
㈬

～
定
員
ま
で

●�

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

「
ペ
ン
習
字
教
室
」

　
年
賀
状
や
履
歴
書
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
暮
ら
し

の
中
で
役
立
つ
美
し
い
文
字
の
書
き
方
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
！

●��

日
時
／
①
10
月
22
日
㈬
、
②
11
月
5
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分（
全
2
回
）

●��

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
鈴
木 

佐
岐
子 

氏

●
受
講
料
／
無
料

●�

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
鉛
筆

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
10
月
1

日
㈬
～
10
月
17
日
㈮

●
問
合
せ
／

  

中
央
公
民
館

　
身
体
運
動
と
脳
ト
レ
効
果
が
期
待
で
き
る

人
気
の
和
太
鼓
を
叩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
民
謡
や
お
囃
子
に
合
わ
せ
迫
力
あ
る
太
鼓

の
響
き
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●��

日
時
／
10
月
11
日
㈯ 

13
時
20
分
～
15
時
10
分

●��

場
所
／
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校（
体

育
館
）

●��

内
容
／
同
校
同
窓
会
せ
ん
ぼ
く
桜
ス
ク
ー

ル
に
よ
る「
せ
ん
ぼ
く
太
鼓
」、
神
代
芸
能

保
存
会
藤
原
組
に
よ
る「
お
囃
子・
龍
神
太

鼓
」の
鑑
賞
と
和
太
鼓
の
演

奏
体
験

●��

参
加
料
／
無
料

●��

持
ち
物
／
内
履
き
、
汗
拭

き
タ
オ
ル
、
飲
み
物（
そ
の

他
各
自
必
要
な
物
）

●��

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

「
秋
の
和
太
鼓
体
験
教
室
」

1010月 月 とことこタイムとことこタイム

今月のテーマ展示

「世界の料理」
おうちで世界の料理を

楽しみませんか？

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日9:00～ 12:00

スマホで簡単
蔵書検索

10月の
休館日

6日㈪、13日㈪、
20日㈪、27日㈪

～柿渋染め教室～
染めたいものを持ち寄って柿渋染め体験をしてみませんか？
絞りはお家で絞っても、当日講師から学んで絞ってもOK！
※サイズは最大でブラウス・Tシャツまで
●�日時／ 10月10日㈮ 9時30分～ 12時
●�材料費／ 700円
●�定員／ 10人（定員になり次第締切）
●�持ち物／染めたいもの、ゴム手袋、エプロン

大型
紙芝居 「おくちをあ～ん」

テーマ展示

「クマ」

「いい湯だな」

6日㈪、13日㈪、
17日㈮～27日㈪（蔵書点検）
31日（金・整理休館）

10月の
休館日

「やさいの花　小さな朗読会」

10月 9日㈭  13時 30分～
・「葉っぱのフレディ」ほか

「やさいの花　おはなし会」

10月 15日㈬  13時 30分～
・子供から大人まで楽しめるお話会です。
・エプロンシアターもあります。

イベントのお知らせ

おはなしおはなし玉手箱玉手箱
おとなもどうぞ！

※入場無料
18日㈯10:00～


